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要         旨 

本論文の目的は、幼児と母親の身体活動の中でも、母子一緒の身体活

動に着目し、幼児の体力・身体活動および母親の身体活動・健康度との

関連を検討することであった。論文は主に２つの調査研究から構成され

た。第一の研究では、母子一緒の運動実施が幼児の体力と母親の主観的

健康に及ぼす影響について検討し、母子一緒の運動頻度が多い母親は、

女児において走能力といった体力との関連が見られたが、男児では見ら

れなかった。また母親の健康は、休日の男児と一緒の活動、および平日

の女児と一緒の活動頻度が多いと、母親のストレス得点が低いという結

果を得た。第二の研究では、3軸加速度センサ搭載の活動量計を用いて

定量的に身体活動量を計測すると共に、質問紙調査により母親の健康度

を調査したところ、重回帰分析の結果から、母子一緒の身体活動時間が

休日の母親の中強度以上身体活動の説明変数となり、子どもの中強度以

上身体活動に関しては、母親の労働時間が平日・休日ともに有意な説明

変数となった。本論文の結果から、母子一緒の活動が、幼児に加え、母

親の健康保持・増進に寄与する活動となる可能性が示された。 

第一回の審査では、２ つの調査研究から、幼児および母親の身体活

動・体力および母親の身体活動・健康度と母子一緒の活動との関連を明

確に論じている点が高く評価された。一方、幼児の身体活動を巡る環境

要因に関する説明の加筆と自由記述の質的結果に対する考察が求められ

た。第二回審査においては、前回の指摘が適切に修正されていることを

確認した。公開発表会となった第3回審査会では、研究の背景から研究

成果および総合考察までがより明確に論じられ、質疑も簡潔明瞭であ

り、審査員からは、新規的な今後の研究展開が期待されるという評価を

得た。 

以上の点から、本審査委員会は、本論文を博士論文としての水準に充

分達していると判断し、博士（学術）、Ph. D. in Health Educationに

相当するものと認めた。 
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